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18:20

07:00 無事に九州（新門司港）到着

四年ぶりに関西佐賀県人会主催のバスツアーが総勢３０名の参加で開催されました。

船内の綺麗なレストランで初顔合わせの仲間を含め、瀬戸内海の夜景を見ながら、みんなでバイキング料理を楽しみました。

八田会長の結団式、副会長（団長）の旅行中の説明の後、フェリーに乗船！

新門司港のフェリー乗り場にて待機していた、祐徳バスに乗車して添乗員の熊本さんの挨拶から西九州の旅が始まった。

九州上陸を記念して、全員で記念撮影！！

２０２３/１０/２０（金）

３泊４日の旅

大阪南港

「ふるさと佐賀紀行」 秋の西九州バスツアー　

大阪南港からいざ出発

フェリー船内での夕食バイキング

広々とした船内

は快適でした。

11:00

15:00

吉野ヶ里公園では松木副会長のご手配により、神崎市役所の執行さんが多々に渡り、
遺跡の古代文化の謎や現在の発掘作業など丁寧に説明して頂きました♪

弥生時代の歴史ロマンに感動しました。

２日目

12:30 昼食：ホテルニューオータニ佐賀にて中華ランチ

肥前浜宿 ( 鹿島市 )　酒蔵見学

17:00

神崎市役所　執行さん

嬉野温泉（華翠苑）　到着

落合副知事も出席をされ、佐賀県の現状について説明をして頂きました。

　「光武酒造場」を見学！！　新しい酒や有名酒を試飲させて頂きました。

 

超人気で予約困難な嬉野温泉のホテル華翠園へ到着！！旅館ではゆったりとした嬉野温泉を楽しんだ後に宴会へ！！
村上市長挨拶の後、嬉野吉田会のメンバーによる浮立（ふりゅう）などを見ながら、盛り上がりました♪

 

吉野ヶ里遺跡到着

園内のご案内

ありがとう

ございました。
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11:00

15:00

参道の昔ながらの商店街になつかしさを感じる食べ物や食品に嬉しそうな声が響いてました♪
※祐徳せんべい屋（井出商店）や稲荷ようかん　懐かしかったです。

伊万里の「ドライブイン鳥」で昼食！！みんなでテーブルを囲み、七輪で焼く地鶏や伊万里牛は最高に美味しかったです。
昨晩の宴会ですっかりみんな仲良しになり、大家族で BBQを楽しんでいるように盛り上がりました。　※煙が凄かったです（笑）

3 日目

12:30 昼食：ドライブイン鳥　BBQ

大川内山見学

17:00 伊万里到着 伊万里セントラルホテルへ到着。小休憩の後、今回の目玉である「伊万里トンテントン祭り」
を夕闇の中から、夜にかけて勇壮なケンカ祭りの川落としを楽しんだ。お祭りの締めくくりは
「伊万里もてなし処」山平で、伊万里の深浦市長、林市議が出席され、唐津出身の山崎賢一さ
んのライブで盛り上がり、〇〇〇さん親子が伊万里牛の牧場主としての情熱やこだわりを熱く
語られました。

色鍋島で有名な焼き物の里、大河内山へ！！店先に並ぶ、色鮮やかな食器や伝統の焼き物に目を奪われました♪
※太一郎窯さん大勢で押しかけてすみませんでした♪

祐徳稲荷神社 集合写真11:00

15:00

からつくんちで有名な曳山展示場では 14 基の勇壮な山車に圧倒された。

最終日

12:30 昼食：呼子海舟本店

鏡山展望台

17:00 博多駅到着　お疲れ様でした！！

この３泊４日の旅で、会員のふるさとを走る中で、昔
を振り返りながら、それぞれの地元を各副会長や理事
が名ガイドされ、非常に有意義な楽しい旅でした♪
うれしいことに、この参加メンバーで、また会いたい
との声が多く聞かれました♪

呼子では松浦町商店街で行われる呼子朝市を散策！！ 300 年もの歴史をもつ日本三大朝市のひとつらしいです。
通りには、地元の魚介や旬の野菜、呼子名物のいかグルメ、ご当地グルメのなどの露店がずらりと並んでました♪
最後の昼食は「海舟本店」で美しい港の風景とイカ料理を満喫しました。

鏡山展望台から見えた大海原の玄界灘と雲ひとつない青空のコントラスト！！
最終日にふさわしい忘れられない風景になりました。

唐津くんち曳山展示場

海舟本店で
集合写真 !!

唐津くんちの曳山
14 台が勢ぞろい！！
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ご参加頂いた方からの感動のコメントを紹介 !!

ふるさと佐賀の方々との交流を通じて、佐賀県の文化・   

観光・スポーツ・歴史など「佐賀の本物」を再認識で

きた旅行でした。県人会の方のユーモアを交えながら

の「バスガイド」、現地での心温まる「おもてなし」な

ど、楽しい素敵な思い出ばかりです。企画に携わって

くださった皆様、参加いただいた皆様、ありがとうご

ざいます !

佐賀県関西 ・中京事務所

村山　毅さん （佐賀市出身）

初めての九州で初めての佐賀旅行でした。長尾さんのお誘いにより参加させて頂き、初めて会う人達との旅行に初めはドキドキでしたが優しい方ばかりで本当に楽しい旅行になりました。色んなところに行きましたが、1 番印象に残っているのは参加した皆さんがパワフルでとっても元気だということ。県民性という事なのでしょうか？一緒の時間を過ごせて本当に良かったです。お祭り好きなので、伊万里トンテントン祭りの迫力がとても良かったです。唐津くんちの曳山もカッコよくて、生で見てみたいなと思いました。参加させて頂き本当に良い経験になりました。ありがとうございました！！

鈴木まゆみさん （北海道出身）

誘われて参加しました

始まりは船中でのおしゃべりと美味しい夕食。

吉野ヶ里歴史公園での解説に愛情と誇りを感じました。

半世紀振りの祐徳神社。クライマックスの開始を窓縁

で待ったトンテントン祭り街が祭で沸いていました。

初対面での旅でしたが和やかで楽しい団体となり存分

に楽しみました。有難うございました。

武陵会関西支部

木寺　幾久子さん （武雄市出身）

伊万里を離れて 42 年。佐賀への旅の案内が有り幼い時の思い出しか無かったので大人になった今、思い出を振り返りたく、又新しくなった佐賀を見たくて会社の同僚の鈴木さんを誘って参加する事にしました。懐かしい場所、行った事の無い場所で沢山楽しい体験出来て良かったです。みなさんの体力に圧倒されながら色んな方たちと沢山のお話しが出来て良かったです。心に残る素敵な旅でした。ありがとうございました。

伊萬里んもん会
長尾　多美子さん （伊万里出身）

今回、「ふるさと佐賀紀行」での旅行に参加して改めて佐賀の良さを再確認致しました。私は伊万里出身ですが、高校卒業してすぐに、大阪に就職し、ほとんど他の市町村に馴染みがなく、一日目のフェリーから始まり、吉野ヶ里遺跡や佐賀市内など色々な場所にいける事が参加の目的でした。旅行中は天気も快晴で思った以上に素晴らしい景色と食事を満喫出来た旅行でした。声をかけて頂き、皆様と楽しい思い出を作れて感謝しております。

伊萬里んもん会
五十嵐順子さん （伊万里出身）
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ホ
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イ
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ナ
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催
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。
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績
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祝
賀
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人
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ッ
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ラ
ン

シ
ュ
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際
倶
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部
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会
長
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川
廣
親
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京
都
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ラ

ン
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料
理
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究
会
名
誉
会
長
大
溝
隆
夫
様
、
そ
の
他
著

名
な
発
起
人
に
加
え
、
関
西
佐
賀
県
人
会
か
ら
は
丸
尾

副
会
長
も
名
を
連
ね
ま
し
た
。

当
日
は
、
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ラ
ン
ス
料
理
界
の
重
鎮
や
関
係
の
皆
さ
ま

の
他
、
関
西
佐
賀
県
人
会
か
ら
は
、
八
田
会
長
を
は
じ

め
、
古
賀
副
会
長
、
井
手
副
会
長
、
桟
副
会
長
、
福
富

事
務
局
長
、
宮
城
幹
事
、
県
事
務
所
か
ら
は
、
藤
田
所

長
、
貝
原
副
所
長
、
村
山
課
長
な
ど
総
勢

200
名
以
上
の

方
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

当
日
は
佐
賀
牛
や
い
ち
ご
さ
ん
な
ど
の
佐
賀
県
産
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を
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い
た
素
晴
ら
し
い
料
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ほ
か
、
余
興
や
ダ
ン
ス
や

電
子
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
も
あ
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ま
し
た
。

最
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お
孫
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ん
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贈
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し
た
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と
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。
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賀
会

阪急阪神ホテルズ　塚本三十志さん　受章おめでとうございます阪急阪神ホテルズ　塚本三十志さん　受章おめでとうございます

お孫さんからの花束贈呈！！古賀副会長、八田会長、五十嵐さん、小堀さんが中央の塚本さん

を囲んで記念撮影 !!

ホテル阪急インターナショナル「紫苑の間」　会場風景

「ふれあい伊萬里んもん会」４年ぶりの単独開催！！「ふれあい伊萬里んもん会」４年ぶりの単独開催！！

第
15
回
「
ふ
れ
あ
い
伊
萬
里
ん
も
ん
会]

が
令

和
６
年
３
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（
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催
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ぶ
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催
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懐
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ラ
イ
ズ
で
大
い
に

盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
地
元
企
業
か
ら
協

賛
し
て
頂
い
た
寄
贈
品
の
抽
選
会
で
は
、
ホ
テ

ル
の
宿
泊
券
、
食
品
、、
陶
磁
器
当
が
当
た
り
、

会
員
の
皆
様
は
大
変
、喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

第第
1515
回
「
ふ
れ
あ
い
伊
萬
里
ん
も
ん
会
」

回
「
ふ
れ
あ
い
伊
萬
里
ん
も
ん
会
」

令
和
６
年
３
月
17
日

（
日
）

活動報告活動報告
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●
修
行
～
研
究
に
明
け
暮
れ
た
時
代

　

横
田
さ
ん
は
伊
万
里
商
業
高
校
を
卒
業
後
、
昭
和

48
年
か
ら
53
年
ま
で
の
5
年
間
を
大
阪
の
同
専
門
学

校
で
助
手
・
講
師
と
し
て
勤
め
た
後
に
「
食
養
生
」

や
「
医
食
同
源
」
に
着
目
。
吹
田
市
の
国
立
循
環
器

セ
ン
タ
ー
栄
養
管
理
室
で
2
年
間
、
専
門
料
理
以
外

も
経
験
。「
健
康
食
」
と
し
て
の
中
国
料
理
の
研
究

に
取
り
組
む
な
ど
異
色
の
研
究
経
験
を
持
つ
。
高
齢

者
に
も
食
べ
や
す
い
本
格
中
国
料
理
の
レ
シ
ピ
を
辻

ク
ッ
キ
ン
グ
料
理
教
室
に
お
い
て
も
家
庭
向
け
に
ア

レ
ン
ジ
し
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

再
び
同
専
門
学
校
に
戻
っ
た
横
田
さ
ん
は
学
園
長
の

特
命
を
受
け
て
中
国
料
理
の
本
場
に
渡
っ
た
。
料
理

と
食
文
化
の
研
究
と
し
て
香
港
、
台
湾
そ
し
て
中
国

の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
及
び
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
で
研
修
を
積
み
、
海
外
研
修

で
得
た
知
識
と
調
理
技
術
を
活
か
し
て
中
国
調
味
料

の
開
発
に
携
わ
り
、
日
本
の
中
国
料
理
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
に
貢
献
す
る
。
そ
れ
ら
の
経
験
は
後
に
イ
ン

テ
ッ
ク
大
阪
食
博
覧
会
で
の
料
理
展
示
を
始
め
と
す

る
料
理
講
習
会
や
雑
誌
、
数
々
の
テ
レ
ビ
出
演
そ
し

て
、
プ
ロ
の
た
め
の
料
理
専
門
書
で
あ
る
専
門
料
理

全
書
「
中
国
料
理
」「
中
国
の
食
文
化
研
究
―
北
京

編
・
山
東
編
・
天
津
編
」
の
出
版
と
し
て
実
を
結
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
書
は
今
も
貴
重
な
文
献
と
し

て
プ
ロ
の
調
理
師
や
中
国
研
究
者
に
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
後
進
の
指
導
育
成
に
お
け
る
実
績
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
横
田
教
授
の
指
導
を
受
け
た
多
く

の
調
理
師
が
全
国
各
地
の
中
国
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
で

料
理
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
横
田
さ
ん
か
ら
面
白

い
思
い
出
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
と
に

か
く
海
外
で
の
修
行
、
研
究
時
代
か
ら
前
述
の
専
門

書
の
出
版
ま
で
は
、
授
業
の
他
、
学
園
長
の
資
料
室

作
り
が
夜
中
ま
で
続
き
、
夜
も
更
け
た
頃
、
毎
夜
タ

ク
シ
ー
帰
り
で
寝
る
間
も
な
い
生
活
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
子
供
と
顔
を
合
わ
せ
な
い
日
が
多
か
っ
た
た

め
、
あ
る
朝
、
久
し
ぶ
り
に
朝
私
を
見
送
る
子
供
に

大
き
な
声
で
、
パ
パ
ま
た
来
て
ね
！
と
言
わ
れ
て
ご

近
所
の
手
前
、
慌
て
た
こ
と
が
今
で
は
懐
か
し
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

●
尊
敬
す
る
料
理
界
の
著
名
人
と
の
出
会
い

　

こ
れ
ま
で
に
尊
敬
す
る
先
生
方
に
出
会
え
た
の

は
、（
故
）
辻 
勲
学
園
長
の
お
陰
で
す
。

こ
こ
で
は
、
塚
本
三
十
志
氏
（
太
良
町
出
身
）
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
関
西
佐
賀
県
人
会
の
総
会
・
交
流
会
で
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
々
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
が
誇
る

調
理
特
別
顧
問
の
肩
書
を
お
持
ち
の
有
名
シ
ェ
フ
で

あ
り
ま
す
。
２
０
２
３
年
秋
に
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
た
の
を
祝
っ
て
、
２
０
２
４
年
2
月
29
日
に
ホ
テ

ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
阪
に
て

200
名
を
越

す
盛
大
な
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
料
理
界
の
著

名
人
を
は
じ
め
全
国
の
ホ
テ
ル
関
係
者
、
そ
し
て
九

州
の
各
県
人
会
代
表
者
な
ど
が
出
席
さ
れ
塚
本
氏
の

功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
佐
賀
県
が
誇
る
佐
賀
牛
や
有

田
香
蘭
社
製
の
高
級
お
皿
で
の
シ
ョ
ー
プ
レ
ー
ト

が
、
慶
事
の
美
味
し
い
宴
に
華
を
添
え
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

●
関
西
佐
賀
県
人
会
や
関
西
伊
万
里
ん
も
ん
会
と
の

交
流

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年

前
か
ら
関
西
佐
賀
県
人
会
と
関
西
伊
萬
里
ん
も
ん
会

で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
美
味
し
い
料
理
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
北
山
良
平
総

料
理
長
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
、
横
田
氏
と
塚
本
氏
両

人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
食
材
の
手
配
や

調
達
を
は
じ
め
メ
ニ
ュ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
は

横
田
氏
の
協
力
に
よ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
知
り
合
い
の
農
園
で
野
菜
栽
培
に
も
取
り
組
み
生

産
者
と
仕
入
れ
業
者
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
応
援

「紹介します」　横田文良さん （伊万里出身）

　

横
田
さ
ん
は
、
学
園
で
の
指
導
で
多
忙
な
中
、
知

り
合
い
の
農
園
オ
ー
ナ
ー
と
協
力
し
て
、
四
季
折
々

の
旬
の
野
菜
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ
れ

も
日
本
で
は
生
育
し
に
く
い
新
種
を
初
め
50
種
以
上

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
何
故

三幸学園　辻学園　調理 ・ 製菓専門学校

中国料理　特任教授

  横田文良さん　

そ
こ
ま
で
し
て
野
菜
の
栽
培
を
さ
れ
る
の
か
質
問
し

ま
し
た
。
横
田
さ
ん
曰
く
「
調
理
師
は
食
材
の
特
徴

を
熟
知
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
自
分
で

栽
培
す
る
の
が
一
番
で
す
。
又
、
調
理
師
と
し
て
、

農
園
は
勿
論
の
こ
と
仕
入
れ
業
者
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等

を
応
援
す
る
こ
と
も
食
文
化
の
発
展
に
は
大
切
な
活

動
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
三
幸
学
園
が
掲
げ
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
“
人
を
活
か
し
困
難
を
希
望
に
変
え
る
”
を

経
験
を
基
に
精
一
杯
実
践
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
」

と
の
お
話
に
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

●

「
故
郷
は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の
」
を
実
行
に

移
す
行
動
力

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
横
田
さ
ん
に
と
っ
て

「
ふ
る
さ
と
」
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？
と
尋
ね

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
間
髪
入
れ
づ
「
私
に
出
来
る

こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
を
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
食
材
を
使
用
し
た
美
味
し
い
料
理
を
関
西

の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
関
西
の
ホ
テ
ル
も
喜
び
、
ふ

る
さ
と
の
食
材
生
産
者
も
喜
ぶW

in/W
in

の
関
係

を
作
る
事
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
横
田
さ
ん
の
料
理

人
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印

象
付
け
る
言
葉
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
関
西

佐
賀
県
人
会
」
に
参
加
す
れ
ば
美
味
し
い
佐
賀
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
が
楽
し
め
る
こ
と
を
未
だ
参
加
さ

れ
た
こ
と
が
無
い
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
頂
き

た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
「
故
郷
を
想
う
」
と
言
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
と
情
熱
溢
れ
る
声
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
締
め
く
く
っ
て
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
広
報
部
会　

於
保
）

■食への探求心は野菜栽培にまで広がる

関西の中国料理界において著名な横田さんの人物紹介とこれまでの
研究活動などに視点を置いて極一部ですがご紹介させて頂きます。
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◇
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
佐
賀
県
人
会
で
総
会
の
司
会
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
小
堀
順
子
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
出
身
地
は
？

    

焼
き
物
の
町
、
佐
賀
県
有
田
町
で
す
。

◇
い
つ
頃
ま
で
佐
賀
に
居
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

県
立
武
雄
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
佐
賀
大
学
教
育
学

部
に
入
り
ま
し
た
。
大
学
も
地
元
だ
っ
た
の
で
、
県
外

に
あ
ま
り
出
た
こ
と
も
な
い
生
粋
の
佐
賀
っ
子
で
す
。

そ
の
後
伊
万
里
中
学
校
に
国
語
教
諭
と
し
て
就
職
し
、

結
婚
し
て
関
東
に
5
年
ほ
ど
住
ん
だ
後
、
大
阪
に
た
ど

り
着
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
も
う
「
ニ
セ

関
西
人
」
と
し
て
関
西
弁
を
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す

（
笑
）。

◇
佐
賀
で
の
思
い
出
は
？

　

一
番
の
思
い
出
は
、
大
学
４
年
の
時
、NHKFM

ラ

ジ
オ
で
1
年
間
ラ
ジ
オ
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
学
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
受
け
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た

が
、
そ
の
経
験
が
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
私
の
人
生
に
影

響
を
与
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

◇
現
在
の
お
仕
事
は
？

　

大
阪
府
箕
面
市
で
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
「
通
級
指
導
教
室
」
の
担
当
で
、
困
り
感
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
趣
味
は
？

　

音
楽
は
歌
う
の
も
聞
く
の
も
大
好
き
で
す
。
中
学
校

か
ら
大
学
ま
で
合
唱
部
に
い
て
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
と

は
い
っ
て
も
あ
ま
り
上
手
で
は
な
く
（
笑
）、
大
学
の

後
輩
か
ら
は
「
先
輩
は
歌
う
よ
り
話
し
て
い
る
ほ
う
が

い
い
。
で
き
れ
ば
口
パ
ク
で
・
・
・
」
と
発
表
会
前
に

念
押
し
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
笑
）。

◇
お
休
み
の
日
は
何
を
さ
れ
て
ま
す
か
？

　

い
ろ
ん
な
メ
デ
ィ
ア
で
ド
ラ
マ
や
映
画
を
見
て
い
る

時
間
が
多
い
で
す
ね
。
た
ま
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て
、

気
分
転
換
を
し
た
り
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
ひ
た
す
ら
ぼ
ー
っ
と
し
て

い
ま
す
。

◇
MC
と
し
て
の
経
歴
は
？

　

教
職
を
離
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
時
大
阪
の

自
宅
近
く
で
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
の
た
め
の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
仲
間
が
結
婚
式

や
イ
ベ
ン
ト
の
MC
（
司
会
業
）
を
し
て
い
る
と
知
り
、

興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
MC
に
な
っ
て
か

ら
は
、
結
婚
式
や
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
を
結
構
た
く
さ
ん

や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
再
び
教
壇
に
立
ち
た
い

と
い
う
夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
教
員
採
用
試
験
を
受
け
な

お
し
て
、箕
面
市
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◇
総
会
で
思
い
出
に
残
っ
た
出
来
事
は
？

　

数
々
の
出
来
事
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、
一
番
の
思

い
出
は
昨
年
の
総
会
で
す
ね
。
2
部
の
司
会
を
バ
ト
ン

 小堀順子さん

タ
ッ
チ
し
て
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
予
定
だ
っ
た
丸
尾

さ
ん
が
見
当
た
ら
ず
、
司
会
原
稿
も
進
行
表
も
な
い
ま

ま
、
司
会
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
で
す
。

結
局
丸
尾
さ
ん
は
出
演
者
と
一
緒
に
着
替
え
て
ス
タ
ン

バ
イ
を
し
て
い
ら
し
た
よ
う
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、

あ
の
時
は
さ
す
が
に
慌
て
ま
し
た
（
笑
）。

◇
MC
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

「
心
を
声
に
乗
せ
て
」
と
い
う
言
葉
を
常
に
頭
に
置
い

て
い
ま
す
。
真
心
を
込
め
て
お
客
様
に
接
し
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
一
番
に
考
え
ま
す
。
プ
ロ

で
謝
礼
を
い
た
だ
い
て
い
た
時
に
一
番
に
気
を
付
け
て

い
た
こ
と
は
「
間
違
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

の
総
会
で
は
、
間
違
え
て
も
い
い
か
ら
、
温
か
い
司
会

を
・
・
と
思
っ
て
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇
今
後
の
展
望
や
目
標
は
？

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
お
話
を
聞
い
た
と
き
は
驚
き
恐
縮

し
ま
し
た
が
、
皆
様
と
同
じ
よ
う
に
佐
賀
の
こ
と
を
大

切
に
思
っ
て
い
る
一
人
と
し
て
、
こ
の
会
に
末
永
く
緩

や
か
に
か
か
わ
っ
て
い
け
た
ら
嬉
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
故
郷
を
離
れ
て
40
年
余
り
が
た
ち
ま
す
が
、
ま
す

ま
す
故
郷
佐
賀
へ
の
思
い
は
募
る
ば
か
り
で
す
。
以
前

は
「
故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
」、
室
生
犀
星

の
よ
う
な
孤
独
な
望
郷
で
し
た
が
、
関
西
佐
賀
県
人
会

の
方
々
と
触
れ
合
い
、
佐
賀
弁
を
時
に
は
駆
使
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
賀
、
が
ば
い
最
高
で
す
！
！

　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
広
報
部
会　

宮
城
）

　

総
会
の
司
会
で
お
馴
染
み

小
堀
順
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

独占インタビュー

佐賀県人会総会の司会でお馴染みの小堀順子さん！！毎年お会いし
ていますが、その素顔を知らない方は多いと思います。今回は小堀
さんの隠された一面をお伝えいたします。

総会でお会い出来るのを楽しみにしています♪

「紹介します」　小堀順子さん　（有田町出身）

will in
troduce
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サ
ガ
テ
レ
ビ
大
阪
支
社
は
大
阪
市
北
区
西
天
満
の
新
御
堂
筋
沿

い
に
小
さ
な
事
務
所
を
構
え
、
3
人
の
少
数
精
鋭
？
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
同
じ
街
区
に
は
ア
メ
リ
カ
領
事
館
が
あ
り
、
警
察
官

が
多
く
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
大
阪
で
も
最
も
治
安
が
良
い

エ
リ
ア
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
さ
す
が
は
食
い
倒

れ
の
街
、
帰
宅
時
に
は
北
新
地
や
梅
田
の
駅
ビ
ル
な
ど
な
ど
誘
惑

が
多
く
、
時
に
ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
る
の
が
困
難
だ
っ
た
り
し
ま
す

が
、
御
堂
筋
の
銀
杏
並
木
や
に
ぎ
や
か
な
街
並
み
に
囲
ま
れ
て
、

大
阪
の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

サ
ガ
テ
レ
ビ
の
大
阪
支
社
と
聞
か
れ
る
と
大
阪
の
こ
と
を
TV
取

材
す
る
拠
点
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
で
す
が
、
関
西
の
ス
ポ
ン

サ
ー
や
広
告
代
理
店
に
対
し
て
、
佐
賀
の
み
な
さ
ん
に
PR
い
た
だ

く
た
め
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
の
枠
）
を
販
売
す
る
営
業
活
動
が
主

な
業
務
で
す
。
佐
賀
の
魅
力
や
情
報
を
取
引
先
の
み
な
さ
ま
に
お

伝
え
す
る
の
も
そ
の
一
つ
。
今
年
は
な
ん
と
い
っ
て
も
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

２
０
２
４
が
話
題
の
中
心
で
、
佐
賀
の
街
が
現
在
い
か
に
盛
り
上

が
っ
て
い
る
か
を
日
々
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
自
己
紹
介
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
4
月
よ
り
サ
ガ
テ

レ
ビ
大
阪
支
社
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
津
田 

利
通
と
申
し
ま

す
。
単
身
赴
任
で
吹
田
市
に
住
ん
で
５
年
、
佐
賀
の
日
本
酒
と
サ

ガ
ン
鳥
栖
を
愛
す
る
49
歳
で
す
。
実
家
は
福
岡
市
内
な
の
で
す

が
、
大
学
進
学
を
機
に
佐
賀
に
参
り
ま
し
て
佐
賀
歴
は
31
年
。
学

生
時
代
に
熱
気
球
と
出
会
い
、
そ
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
り
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
佐
賀
の
こ
と
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
て
、
熱
気
球
を
続
け
た
い

一
心
で
佐
賀
の
企
業
で
の
就
職
を
目
指
し
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
て

今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

   

熱
気
球
の
魅
力
は
佐
賀
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
の
ん
び
り
と
飛

べ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に“

人”

と
の
出
会
い
や
ご
縁
に

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
気
球
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
と
の

出
会
い
や
佐
賀
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
い
る
バ
ル
ー
ン
仲
間
と
の

出
会
い
が
私
に
と
っ
て
大
き
な
宝
物
で
す
。
い
ま
で
も
佐
賀
に
帰

省
の
際
に
は
気
の
置
け
な
い
仲
間
た
ち
と
と
も
に
フ
ラ
イ
ト
を
し

て
お
り
、
佐
賀
に
帰
る
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
み
な
さ
ま
と
の
出
会
い
と

ご
縁
を
大
切
に
サ
ガ
テ
レ
ビ
大
阪
支
社
で
の
業
務
に
励
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
お
引
き
立
て
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
サ
ガ
テ
レ
ビ

　

大
阪
支
社　

支
社
長　

　　
　
津
田 

利
通
さ
ん

山登りもします （奥穂高岳） 事務所風景です 弊社事務所がある

プラザ梅新別館

佐賀の日本酒とサガン鳥栖
を愛する４９歳

サガテレビ大阪支社長であり、 バルーンパイロットそして山登りまで !!

手前の気球が筆者です

アイリス号
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「紹介します」　津田利通さん　（福岡市出身）



活動報告活動報告
   

令
和
5
年
（2023

年
）
11
月
19
日
（
日
）
第
23
回

「
関
西
ふ
る
さ
と
吉
田
会
」
を
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
５
階
（
秋
桜
・
南
天
）
の
間
に
て
、
コ
ロ

ナ
禍
明
け
て
4
年
ぶ
り
に
、
会
員
・
役
員
の
減
少
傾
向

に
あ
る
中
で
の
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

   
ご
来
賓
と
し
て
、
嬉
野
市
副
市
長
・
早
瀬 

宏
範
様
、

嬉
野
市
市
議
会
議
長
・
辻 

浩
一
様
、
関
東
地
区
ふ
る

さ
と
吉
田
会
・
富
永 

英
二
会
長
、
関
西
ふ
る
さ
と
嬉

野
会
・
行
武 

勇
会
長
、
伊
萬
里
ん
も
ん
会
・
丸
尾 

繁

治
会
長
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
又
、
ふ
る
さ
と
吉
田
よ

り
嬉
野
吉
田
面
浮
立
保
存
会
の
皆
様
9
名
を
お
迎
え
し

て
、
懐
か
し
い
面
浮
立
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
吉
田
会

に
花
を
添
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
出
席
の
皆
々
様
も

懐
か
し
く
笑
顔
で
ふ
る
さ
と
吉
田
を
、
思
い
浮
か
べ
て

お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
嬉
野
の
方
言
を

使
い
、ホ
テ
ル
の
美
味
し
い
お
食
事
を
舌
づ
つ
み
致
し
、

短
い
ひ
と
と
き
で
し
た
が
、
時
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て

楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
、
ま
た
の
機
会
を
惜
し
み
な

が
ら
宴
は
終
わ
り
ま
し
た
。        

　
　
　
　

関
西
ふ
る
さ
と
吉
田
会　

会
長　

桟 

行
雄

関西ふるさと吉田会関西ふるさと吉田会

4 年ぶりに、 懐かしいふるさとの面浮立を楽しむ！
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ご協力ありがとうございました♪

会報誌発行に対して、多くの会員の皆様からの心暖かい 「ご協力金」 を頂きました。

誠にありがとうございました

ここに、 ご芳名を記載しお礼とさせて頂きます。

今後の県人会事業運営に有効活用させて頂きます。 （事務局一同）

(ア行) 大山　満江 小西　一俊 常行　博信 林　博 松尾　國善 矢次　馨

青木　日出夫 岡橋　美子 小林　俊昭 出口　三平 原　邦芳 松尾　定幸 山内　冬子

青木　兵庫 小川　里美 小林　秀昭 徳川　政臣 樋口　基子 松尾　忠彦 山岡　茂年

井口　洋子 小川　勉生 古村　武子 富永　吉信 樋口　保成 松尾　博 山口　忠昭

生部　初男 越智　正司 小柳　茂 (ナ行) 日野　睦男 松尾　正則 山口　忠昭

池田　源次郎 江島   忠宏 木原   悟 永尾　憲 百武　イサ 松木　義昭 山口　利幸

井崎　雅大 (カ行) (サ行) 中島　桂子 平山　敏之 松林　淳 山口　秀則

石﨑　克弘 桟　行雄 坂本　順一 中島　則夫 廣川　恵美子 松雪　芳信 山崎　和子

石丸　俊昭 楞野　正憲 坂本　俊生 中島　正治 深川　悟 三島　孝之 山田　征雄

石本　博美 兼原　アツ子 相良　広基 中嶋　正幸 深川　義隆 水田　紀昭 山田　輝文

井手　敏久 嘉村　秀吉 定松　武 中島　勝 福井　良子 溝江　亮治 山田　伸剛

井手　則男 加茂　五男 佐藤　久美 永松　一敏 福島　孝正 溝上　琢磨 山田　廣

稲富　弘満 川崎　博章 佐保　一成 永松　豊子 福田　章 溝口　光子 山田　良子

井上　伸二 川原　利夫 佐保　ちえこ 永松　泰博 福田　一義 三ケ島　政行 ヨコオフーズ

井上　秀昭 神田　亜希子 島　和男 中牟田　昌則 福富　一郎 南口　弘子 吉岡　信夫

井上　由美子 菊地　義照 島ノ江　繁吉 中村　朝生 福永　弘之 峰松　和盛 吉岡　洋

今井　照磨 岸川　英司 白川　光弘 中村　重人 福永　弘之 峰松　勇 吉川　律子

岩永　建保 喜田　良子 白畑　正江 中村　司 藤井　茂 宮崎　公彦 吉田　富子

植崎　稔 木寺　幾久子 城　利隆 中山　利則 藤弥　咲子 宮原　弘 吉永　奈保美

植松　博 空閑　文彦 新宮　威一 中山　正文 藤弥　文枝 三輪　チエミ 𠮷𠮷 　照治

梅野　勲夫 草場　宣雄 (タ行) 南里　種司 古川　秀喜 向　政文 八頭司　幸光

江口　洋子 黒川　時彦 平　博道 西兼　知明 星野　鐘雄 村岡　久仁子 (ラ行)

遠藤　孝良 黒木　賢一郎 田口　常馬 仁田　邦男 (マ行) 毛利　明彦 力武　勝典

大石　美佐子 黒田　房子 竹村　基 納塚　信水 前田　和義 本野　弘文 力武　實

大木　邦昭 幸島　邦晴 田実　常義 野口　文夫 前田　庄介 本村　康夫 (ワ行)

大古場　博道 古賀　孝平 田中　善吾 野田　大介 増田　哲好 本山　幸一 和智　ちさと

大塚　辰美 古賀　博美 谷川　京子 野間　晴行 増田　浩堂 本山　繁

大坪　勝行 古賀　幹雄 辻　和弘 (ハ行) 松井　洋子 森﨑　秋登

大手　玲子 古賀　光子 辻村　利子 橋間　元徳 松内　正文 宮城   孝弘

大野　勝英 児玉　紀子 堤　喜美江 八田　信男 松尾　健次郎 (ヤ行)



  

町木「つばき」

町花「サルビア」

民族芸能「米多浮立」

「わが町ふるさと自慢」 ～最終回～

ふるさと佐賀県の 10 市 10 町から寄せられた「わが市わが町ふるさと自慢」を 4 回にわたって連
載して来ましたが、今回の 18 号では「江北町」「みやき町」「上峰町」「吉野ヶ里町」「大町町」の
5 町のふるさと自慢をご紹介します。今回で最終回となりますが、意外と知ってるようで知らない

「佐賀県」の良さに改めて興味を持たれた方も多かったのではないでしょうか？
最後になりましたが、今回の「ふるさと自慢」シリーズにご多忙の中、情報提供頂きました 10 市
10 町の広報をはじめ関連部署の皆様の御協力に心よりお礼申し上げます。

  

「
関
西
佐
賀
県
人
会
」
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
上
峰
町

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

  

上
峰
町
は
古
代
か
ら
人
の
居
住
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
大
和
朝
廷
時
代
に
は
米
多
国
造
（
め
た
く
に
の
み

や
つ
こ
）
と
し
て
、
応
神
天
皇
の
曾
孫
・
都
紀
女
加
王

（
つ
き
め
か
お
う
）
が
着
任
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
、

現
在
の
国
道
34
号
付
近
を
官
道(

大
宰
府
か
ら
肥
前
国

府=
現
佐
賀
市
大
和
町=

へ
の
駅
路)

が
通
り
、
多
く

の
人
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
平
安
末
期
に
は
、
源

為
朝(

鎮
西
八
郎)

が
九
州
平
定
に
赴
き
、
県
内
で
も

各
所
に
伝
説
を
残
し
て
い
ま
す
。上
峰
町
の
鎮
西
山
は
、

鎮
西
八
郎
の
居
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
屋
形
原
は
屋
敷

が
あ
っ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
長
崎
街
道(

江
戸
と
長
崎
を
結
ぶ
街
道) 

が
通
っ
た

こ
と
で
さ
ら
に
発
展
。
現
在
の
切
通
地
区
や
坊
所
地
区

に
定
期
的
に
市
が
立
ち
、
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
明
治
時
代
、
国
の
「
市
制
町
村
制
公
布
」
に
よ

り
、
江
迎
村
、
前
牟
田
村
、
坊
所
村
が
合
併
し
、「
上

峰
村
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
平
成
元
年
に
は
町
制
へ
移

行
し
、
平
成
30
年
に
町
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

古
来
、
人
々
の
行
き
来
、
交
流
が
盛
ん
な
町
で
し
た

が
、
平
成
7
年
、
当
時
県
内
最
大
の
店
舗
面
積
を
持
つ

大
型
商
業
施
設
の
進
出
で
さ
ら
に
発
展
、
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
か
ら
町
内
は
も
と
よ
り
、
町
外
、
県
外
か
ら
も
多

く
の
人
が
訪
れ
、
人
々
が
集
ま
る
拠
点
と
し
て
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

   

平
成
31
年
2
月
末
に
大
型
店
が
閉
店
し
、
現
在
は
跡

地
を
活
用
し
た
新
た
な
拠
点
づ
く
り
を
模
索
中
で
す
。

再
び
か
っ
て
の
宿
場
町
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
い
、
次
の
世

代
、
そ
の
次
の
世
代
ま
で
笑
顔
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
な
町
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
■
町
木

・
町
花

   

美
し
い
緑
の
郷
土
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
て
公
募
を

行
い
、
昭
和
61
年
に
制
定
。
町
木
「
つ
ば
き
」
は
、
昔

か
ら
町
内
の
家
庭
に
植
え
ら
れ
親
し
み
が
あ
り
病
害
虫

に
強
い
こ
と
か
ら
、
町
花
「
サ
ル
ビ
ア
」
は
、
病
害
虫

に
強
く
か
つ
種
子
が
落
ち
て
次
の
年
に
ま
た
花
を
咲
か

せ
広
が
り
を
見
せ
る
と
の
理
由
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
翌
、
昭
和
62
年
5
月
に
嬉
野
町(

現
：
嬉
野
市)

で
開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
の
会
場
内
に
記
念
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

■
文
化

米
多
浮
立

米
多
浮
立
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
米
多
地
区
に
伝
わ
る

民
俗
芸
能
で
天
衝
舞
浮
立
の
一
種
。
2
年
に
一
度
、
老

松
神
社
秋
祭
（
10
月
25
日
に
近
い
土
・
日
曜
日
）
に
奉

納
さ
れ
、「
天
衝
」
と
呼
ば
れ
る
三
日
月
型
の
被
り
物

と
独
特
の
衣
装
を
纏
っ
た
踊
り
手
た
ち
が
勇
壮
に
舞
う

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

鎮
西
山
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
3
月
）

12

上
峰
町



■聖岳展望所

■アンテナショップ大町ふるさと館

ソバ畑と東尾そばの会の方々 東尾蕎麦の乾麺

「
関
西
佐
賀
県
人
会
」
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
大
町
町
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
町
町
は
、
佐
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
西4.46

㎞
、

南
北4.25

㎞
と
菱
形
に
近
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
面

積
は11.50

㎢
と
、
佐
賀
県
内
で
一
番
小
さ
な
町
で
す
。

　

東
は
江
北
町
、
西
は
武
雄
市
、
南
は
白
石
町
、
北
は
多
久
市

と
接
し
て
お
り
、
町
の
中
央
部
に
は
国
道
34
号
と
JR
佐
世
保
線

が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
境
に
北
部
は
ゆ
る
い
南
面
傾
斜
を

し
た
山
麓
を
な
し
、
密
集
し
た
市
街
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

対
照
的
に
、
南
部
は
農
業
集
落
が
点
在
す
る
平
坦
地
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
大
部
分
は
規
則
的
に
区
画
整
理
さ
れ
た
水
田
で
、

穀
倉
地
帯
白
石
平
野
の
一
角
を
な
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
34
号
と
並
行
し
て
町
の
中
央
を
走
る
旧
長
崎
街
道
は
、

古
の
時
代
、
多
く
の
旅
人
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
道
す

が
ら
、
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
貴
重
な
文
化
財
や
多
く
の
旧
跡
が

随
所
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
に
お
帰
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
大
町
町
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
大
町
ふ
る
さ
と
館

　

JR

大
町
駅
の
東
側
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
。
大
町
町
の

特
産
品
や
佐
賀
県
産
の
果
物
・
精
肉
な
ど
を
販
売
し
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
屋
も
併

設
し
て
お
り
、
焼
き
立
て
の
パ
ン
を
求
め
て
連
日
た
く
さ
ん
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
大
町
町
で
し
か
味
わ
え
な
い
「
大
町
た
ろ
め
ん
」

を
提
供
す
る
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
炭
鉱
の
町
と
し
て
栄

え
た
大
町
町
で
、
当
時
の
炭
鉱
マ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
た
幻
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
「
た
ろ
め
ん
」
を
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

大
町
町

  

関
西
佐
賀
県
人
会
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
、
み
や
き
町

へ
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
間
か
ら
の
風
が
吹
く
中
原
、
古
く
は
白
石
焼
が
栄
え

た
北
茂
安
、
筑
後
川
沿
い
に
田
園
地
帯
が
広
が
る
三
根

の
３
地
域
か
ら
な
る“

風
と
炎
と
水
の
ま
ち”

み
や
き

町
。
三
根
は
更
に
そ
の
前
の
地
名
、
南
茂
安
や
三
川
に

馴
染
み
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

平
成
17
年
の
合
併
で
南
北
に
広
が
っ
た
本
町
で
は
、
春

は
町
木
の
サ
ク
ラ
、
夏
は
ホ
タ
ル
に
二
千
年
ハ
ス
・
舞

妃
蓮
・
食
用
ハ
ス
の
3
種
の
ハ
ス
の
花
、
秋
は
棚
田
一

面
の
ひ
ま
わ
り
畑
と
ハ
ゼ
ノ
キ
の
紅
葉
な
ど
、
一
年
を

通
し
て
豊
か
な
自
然
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。
一
方
で
、

健
康
や
子
育
て
の
支
援
に
よ
り
町
人
口
は
10
年
連
続
の

転
入
超
過
、
最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
み
や
き
町
に
拠
点
を

お
く
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
み
や
き
な
で
し
こ
ク
ラ

ブ
」
は
、
県
内
初
の
リ
ー
グ
参
入
を
目
指
し
て
鋭
意
活

動
中
で
す
。

　

わ
が
町
ふ
る
さ
と
自
慢
と
し
て
、
み
や
き
町
産
ソ
バ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
み
や
き
町
が
ソ
バ
生
産
量

県
内
第1

位
な
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
き
っ
か
け

は
、
北
茂
安
の
東
尾
地
区
で
耕
作
放
棄
さ
れ
た
畑
や
手

入
れ
さ
れ
て
い
な
い
竹
林
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
発
生

す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
ど
う
に
か
し
よ
う
！
と
立
ち

上
が
っ
た
地
元
の
有
志
の
方
々
の
取
り
組
み
で
す
。
荒

れ
地
を
開
墾
し
て
始
め
た
ソ
バ
の
栽
培
で
、
今
で
は
ソ

バ
の
花
畑
と
町
産
ソ
バ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
有
機
肥
料
を
用
い
た
二
毛
作
に
よ
り
、
春
蕎
麦
と

秋
蕎
麦
の
麺
が
製
造
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
、
新
し
く
培
わ
れ
た
風
景

み
や
き
町

秋に咲く山田ひまわり園 千栗土居公園の二千年ハス

…
み
や
き
町
は
懐
か
し
さ
も
新
鮮
さ
も
味
わ
え

る
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。ご
帰
郷
の
際
に
は
、

是
非
み
や
き
町
へ
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。
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町のブランド品「栄西茶」

中国古来より伝わる「釜炒り製法」

■アドベンチャーバレー SAGA

■霊仙寺跡

吉
野
ヶ
里
町

「
関
西
佐
賀
県
人
会
」
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
吉
野
ヶ
里

町
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
、
神
埼
郡
三
田
川
町
と
東
脊
振
村
が
合
併

し
、
吉
野
ヶ
里
町
は
誕
生
し
ま
し
た
。
佐
賀
県
の
東
部

に
位
置
し
、
総
面
積
は43.99
㎢
、
東
西
5
㎞
、
南
北

16
㎞
と
細
長
い
短
冊
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

東
は
上
峰
町
、
み
や
き
町
に
、
西
と
南
は
神
埼
市
に
、

北
は
福
岡
市
、
那
珂
川
市
に
接
し
て
お
り
、
北
部
は
背

振
山
地
の
南
斜
面
か
ら
な
り
、
南
部
に
広
が
る
佐
賀
平

野
は
、
主
に
田
手
川
の
堆
積
に
よ
る
沖
積
平
野
が
発
達

し
て
い
ま
す
。

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
や
日
本
茶
樹
栽
培
発
祥
の
地
で

あ
る
霊
仙
寺
跡
な
ど
歴
史
・
文
化
を
有
し
て
お
り
、
北

部
エ
リ
ア
は
脊
振
山
系
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
駅
や
東
脊

振
IC
を
有
し
、
福
岡
県
か
ら
車
で
40
分
で
行
く
こ
と
が

で
き
ア
ク
セ
ス
面
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

■
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
バ
レ
ーS

A
G
A

　

森
林
を
最
大
限
に
活
用
し
た
複
合
型
ア
ウ
ト
ド
ア

パ
ー
ク
で
す
。
木
か
ら
木
に
渡
っ
た
り
、
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
で
山
々
を
駆
け
巡
り
、
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
で
滑

り
降
り
た
り
と
、
吉
野
ヶ
里
町
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
九
州

初
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
も
あ
り
、
幅
広
い
世
代
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

■
霊
仙
寺
跡

　

臨
済
宗
の
開
祖
で
あ
る
栄
西
が
、1191

年
に
中
国

か
ら
茶
の
種
子
を
持
ち
帰
り
霊
仙
寺
内
の
石
上
坊
に
蒔

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
吉
野
ヶ
里

町
は
「
日
本
茶
樹
栽
培
発
祥
の
地
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
存
す
る
建
物
は
乙
護
法
堂
の
み
で
す
。
乙

護
法
堂
前
に
は
日
本
茶
樹
栽
培
発
祥
の
地
の
石
碑
が
あ

り
、
乙
護
法
堂
か
ら
茶
畑
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
栄
西
茶

　

ま
た
、
吉
野
ヶ
里
町
で
は
町
内
で
収
穫
し
た
茶
葉
を

使
用
し
た
町
の
ブ
ラ
ン
ド
品
「
栄
西
茶
」
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
中
国
古
来
よ
り
伝
わ
る
「
釜
炒
り
製
法
」
で

作
る
栄
西
茶
は
、
香
ば
し
く
、
ま
ろ
や
か
で
す
っ
き
り

と
し
た
味
が
特
徴
で
す
。
町
内
で
は
、
道
の
駅
吉
野
ヶ

里
さ
ざ
ん
か
千
坊
館
、
ひ
が
し
せ
ふ
り
温
泉
山
茶
花
の

湯
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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江
北
町

　
「
関
西
佐
賀
県
人
会
」
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
江
北
町

へ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

江
北
町
は
、
東
西
5.6
ｋ
ｍ
、
南
北
7.2
ｋ
ｍ
、
総
面

積24.88

㎢
で
佐
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
JR
長
崎
本
線
、
佐
世
保
線
の
分
岐
点
で
あ
り

特
急
列
車
の
停
車
駅
を
有
し
て
お
り
、か
つ
国
道
34
号
、

２
０
７
号
の
分
岐
点
で
も
あ
り
ま
す
。
近
隣
都
市
ま
で

車
で
20
～
30
分
圏
内
に
含
ま
れ
て
お
り
、
県
外
の
大
都

市
へ
も
特
急
電
車
で
１
時
間
圏
内
と
通
勤
・
通
学
に
利

便
性
の
高
い
町
で
す
。

　

江
北
町
は
令
和
４
年
に
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
、

駅
名
を
肥
前
山
口
駅
か
ら
江
北
駅
に
改
称
ま
し
た
。
30

年
後
、
江
北
町
が
町
制
施
行

100
周
年
を
迎
え
る
際
に
も

豊
か
で
活
力
あ
る
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
皆
様
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

帰
郷
の
際
に
は
ぜ
ひ
江
北
町
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

◆
江
北
町
み
ん
な
の
公
園

　

江
北
町
み
ん
な
の
公
園
は
令
和
元
年
11
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。広
い
芝
生
広
場
が
特
徴
的
な
公
園
で
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
片

手
に
の
ん
び
り
過
ご
し
た
り
、
様
々
な
年
代
の
方
が
思

い
思
い
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
公
園
で
す
。

◆
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
エ
キ
・
キ
タ
」

　

JR
江
北
駅
北
口
に
令
和
４
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ　

エ
キ
・
キ
タ
」
は
、
い
ち
ご

ス
イ
ー
ツ
や
総
菜
、
ボ
デ
ィ
サ
ロ
ン
な
ど
９
つ
の
店
舗

が
並
び
ま
す
。

　

中
で
も
、枡
屋
の「
か
し
わ
め
し
」は
JR
九
州
主
催「
第

13
回
九
州
駅
弁
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
佐
賀
県
内
唯
一
の
受
賞
で
す
。

　

旧
肥
前
山
口
駅
前
の
常
盤
軒
で
販
売
さ
れ
て
い
た
か

し
わ
め
し
を
当
時
の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
平
成
29
年
に

復
活
。
昔
懐
か
し
い
味
わ
い
の
か
し
わ
め
し
を
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

ビッキーファミリー
江北町が佐賀県の 「へそ」 の位置にあることから、 ビッキー
たちにはおへそがついています。
　ビッキーは平成２４年に恋人のピンキーと結婚し、 平成２９
年には愛の結晶チビッキーが誕生しました。
　家族３人仲良く江北町の PR を行っています。
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と　き ： 6/26( 水 ) ～ 7/1( 月 )

ところ ： 阪神梅田本店　１F

　　　　　 食祭テラス

内　容 ： ハウスみかん PR、 販売促進

と　き ： ７/ ３( 水 ) ～ 9( 火 )

ところ ： 近鉄百貨店

　　　　　 あべのハルカス店 B1F

　　　　　 食品売場

内　容 ： ハウスみかん ・

　　　　　　    佐賀牛 ®PR、 販売促進

と　き ： ７/ ２０日 （土）

      　  11 時　～ 17 時　※最終受付 16 時

ところ ： OMM ビル２階 ABC ホール

               大阪市中央区大手前 1-7-31

内　容 ： 西日本最大級の移住イベント！

　　　　　　移住相談ブース出展

佐賀ハウスみかんフェア
佐賀さいこう！フェア ・ 夏

おいでや！いなか暮らしフェア

佐賀県のイベント



LINE 公式アカウント開設記念

豪華佐賀県セット

３名様

佐賀の情報満載 !!
じゃらん、S/N
詰め合わせセット
30 名様

※当選者の発表は賞品の発送を持ってかえさせて頂きます。

チャンス！！ LINE 公式アカウント開設直後なので当選確率が高い♪

関西佐賀県人会 LINE 公式アカウント

関西佐賀県人会主催
初心者向けスマートフォン講習開催 !!

佐賀県関西・中京事務所で６月開催予定

開催日程は LINE 公式アカウントでお知らせします。
LINE の使い方がわからない方は県事務所までご連絡下さい。

06-6136-7850　福富・藤岡まで

①電話帳の登録がわからない
②LINE の使い方を覚えたい
③カメラの使い方を覚えたい
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②辰野　金吾
　（1854 ～1919）

③田澤 義鋪 
　（1885 ～ 1946）

佐賀が誇る三人の父

「
そ
の
１
」
佐
賀
が
生
ん
だ
偉
大
な

「
三
人
の
父
」

　

昨
年
9
月
末
を
も
っ
て
、NHK

連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ら
ん
ま
ん
』
の
モ

デ
ル
「
日
本
植
物
分
類
学
の
父
」
牧
野
富
太
郎
博
士
の
放
映
が
好
評
裏
に

終
了
し
ま
し
た
。1862

（
文
久
２
）
年
、
高
知
県
佐
川
町
に
誕
生
。
小

学
校
中
退
、
更
に
東
大
理
学
部
で
植
物
学
を
磨
き
、
助
手
・
講
師
を
務
め

50
才
で
退
職
。
全
国
か
ら
植
物
を
採
集
、
標
本
・
図
鑑
づ
く
り
に
研
鑽
を

重
ね
94
才
で
他
界
。
標
本
数
は
40
万
部
、
新
品
種
の
命
名
は1,500

以
上

に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
偉
業
・
功
績
は
大
き
い
。

晩
年
、
理
学
博
士
号
を
取
得
。
有
名
な
言
葉
を
遺
し
て
い
る
。「
雑
草
・

雑
木
と
か
一
言
に
言
っ
て
片
づ
け
て
し
ま
う
草
木
に
も
、
そ
の
一
つ
一
つ

に
名
が
あ
り
物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
」
と
。
偉
大
な
父
と
呼
ば
れ
る
の

は
、
そ
の
分
野
・
世
界
で
多
大
の
業
績
を
残
し
た
先
駆
者
・
先
覚
者
・
礎

を
築
い
た
第
一
人
者
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

幕
末
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
、
わ
が
故
郷
佐
賀
に
は
誇
る
べ
き
偉
大
な
「
三

人
の
父
」
が
存
在
し
た
。（
別
添
参
照
）

①

「
日
本
赤
十
字
社
の
父
」
佐
野
常
民

　
　
　
　
　

（18
2
2

～1
9
0
6

）

　

佐
賀
市
出
身
。
佐
賀
藩
精
錬
方
主
任
と
し
て
、反
射
炉
・
蒸
気
船
を
製
造
。

博
愛
社
創
立
・
日
本
赤
十
字
社
初
代
社
長
。
日
本
美
術
協
会
長
。
農
商
務

大
臣
な
ど
政
治
家
を
歴
任
、
伯
爵
の
称
号
を
得
て
い
る
。

②

「
日
本
近
代
建
築
の
父
」
辰
野
金
吾

　
　
　

（18
5
4

～1
9
1
9

）

　

唐
津
市
出
身
。
工
部
大
学
教
授
。
東
大
工
科
大
学
長
。
建
築
学
会
長
。

建
築
作
品
は

220
軒
に
及
ん
で
い
る

　

日
銀
本
店
・
東
京
駅
・
国
会
議
事
堂
（
コ
ン
ペ
に
よ
っ
て
弟
子
達
が
完

成
）・
武
雄
温
泉
楼
門
・
新
館
な
ど
が
あ
る
。

③

「
日
本
青
年
団
の
父
」
（
よ
し
は
る
）

　
　
　

（18
8
5

～1
9
4
4

）

　

鹿
島
市
出
身
。
日
本
青
年
教
育
・
青
年
団
活
動
を
指
導
。
明
治
神
宮
の

森
建
設
（
大
正
9
年
）。
日
本
青
年
館
開
設
。
東
京
市
助
役
、
貴
族
院
議

員
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

　
「
歴
史
に
知
恵
を
先
人
に
英
知
を
学
び
未
来
を
拓
く
」
こ
と
の
教
訓
を

胸
に
、
人
生
を
着
実
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
行
き
た
い
も
の
だ
。
歴
史
に

輝
く
偉
大
な
父
た
ち
の
存
在
は
肥
前
佐
賀
の
誇
り
で
あ
る
。

　

文
筆
に
よ
る
故
郷
の
偉
人
・
賢
人
の
研
究
・
顕
彰
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の

一
つ
だ
。
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
が
誇
ろ
三
人
の
父
」
の
顔
写
真

「
そ
の
２
」
砂
糖
文
化
の
恩
恵

　

長
崎
街
道
と
言
え
ば
、
長
崎
・
佐
賀
・
福
岡
の
三
県
に
つ
な
が
る
「
シ
ュ

ガ
ー
ロ
ー
ド
」
を
想
い
出
す
。
そ
こ
に
は
江
戸
時
代
か
ら
約

400
年
に
わ
た

り
甘
味
の
文
化
と
歴
史
、
地
域
ご
と
に
誕
生
し
た
銘
菓
・
銘
品
が
存
在
す

る
。

「肥前佐賀の誇りと誉れ」

関西佐賀県人会　

功労会員　吉村照治さん

　

長
崎
市
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
（
起
点
）
か
ら
北
九
州
市
小
倉
の
常
盤

橋
（
終
点
）
ま
で
の
道
の
り
は
、
57
里
（228

㎞
）
に
及
ん
で
い
る
。（
別

添
参
照
）
今
で
も
砂
糖
文
化
の
恩
恵
・
恩
沢
に
浴
し
て
い
る
現
代
人
は
多

い
。
ふ
る
さ
と
佐
賀
へ
の
帰
郷
時
に
食
す
る
地
元
銘
菓
の
風
味
は
格
別
だ
。

　

令
和
2
（2020

）
年
6
月
砂
糖
の
道
、い
わ
ゆ
る
「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」

は
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
近
年
そ
の
評
価
が
高
ま
っ
て
来
て
い
る
。
地

域
の
魅
力
・
特
色
・
発
展
へ
の
貢
献
は
大
き
い
。
こ
の
街
道
は
、
か
っ
て

の 

①
長
崎
警
備
・
参
勤
交
代 

②
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府 

③
学
者
・

医
師
・
商
人
・
飛
脚
な
ど
様
々
な
人
々
の
往
来
で
活
気
を
呈
し
賑
わ
っ
て

い
た
。
そ
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
が
今
日
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
は
有
難
い
。
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
と
の
交
易
・
交
流
の
場
と
な
っ

た
出
島
。
輸
入
さ
れ
た
砂
糖
は
一
時
専
用
蔵
に
収
め
ら
れ
、
時
機
を
見
て

出
荷
さ
れ
た
。
長
崎
県
長
崎
市
の
カ
ス
テ
イ
ラ
、
諫
早
市
の
お
こ
し
、
大

村
市
の
寿
司
、
佐
賀
県
嬉
野
市
の
逸
口
香
、
小
城
市
の
羊
羹
、
佐
賀
市
の

丸
ぼ
う
ろ
、
福
岡
県
飯
塚
市
の
千
鳥
饅
頭
・
ひ
よ
こ
、
北
九
州
市
の
金
平

糖
な
ど
が
今
で
も
愛
好
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
喜

ば
し
い
。
砂
糖
の
道
の
歴
史
・
食
文
化
を
活
か
し
、
北
部
九
州
一
帯
の
地

域
が
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
い
、
3
県
8
市
の
行
政
・
企
業
・
民
間

団
体
で
構
成
す
る
「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
連
絡
協
議
会
」（
事
務
局
長
崎
市

商
工
課
）
が
平
成
20
（2008

）
年
に
発
足
、
PR
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

現
在
も
砂
糖
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
往
時
の
宿
場
町
・
痕
跡
を
訪

ね
、
そ
の
魅
力
的
な
好
物
を
頂
戴
す
る
こ
と
は
楽
し
い
至
福
の
一
刻
で
あ

る
。
長
崎
街
道
の
誉
れ
と
一
層
の
振
興
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
や
ま
な
い
。

NHK 連続テレビ小説 『らんまん』 のモデル 「日本植物分類学の父」 牧野富太郎博士についてNHK 連続テレビ小説 『らんまん』 のモデル 「日本植物分類学の父」 牧野富太郎博士について
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①佐野 常民
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二　

徳
川
家
康
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
つ
づ
き
）

３
 
力
持
と
四
這
い(

よ
つ
ん
ば
い)

男

①
萩
原
の
力
持
ち
（
正
篇
四
―
54
―
１
）

安
倍
川
の
下
流
の
萩
原
と
い
う
所
に
古
百
姓

が
い
る
。
先
祖
は
力
持
で
家
康
公
の
お
成
り

の
途
中
で
荷
付
け
車
を
両
手
で
抱
え
て
道
脇

に
の
け
た
の
で
、「
何
者
か
」
と
お
尋
ね
が
あ
っ

た
。「
何
村
の
何
某
と
申
し
ま
す
。」
と
報
告

し
た
。「
珍
し
き
力
な
り
、
何
ぞ
望
み
あ
ら
ば

取
ら
す
べ
し
」
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
家
は
富

ん
で
い
た
の
で
望
む
物
は
な
か
っ
た
。「
四
つ

柱
門
を
建
て
た
い
」
と
言
っ
た
ら
許
可
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
「
苗
字
と
家
紋
に
日
の
丸
を
つ

け
た
い
」
と
申
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も

許
可
に
な
っ
た
。

そ
の
後
こ
の
家
は
貧
乏
に
な
っ
た
。
土
手
を

築
い
た
の
で
、
そ
れ
を
「
萩
原
の
土
手
」
と

称
し
、
そ
の
家
も
萩
原
と
呼
ぶ
。

②
四
這
い
男
（
正
篇
四
―
54
―
１
）

水
梨
と
い
う
部
落
に
惣
太
夫(

そ
う
だ
ゆ
う)

と
い
う
者
が
い
た
。

　

家
康
が
浜
松
に
い
た
頃
は
、貧
乏
で
草
鞋(

わ

ら
じ)

な
ど
造
っ
て
生
業
と
し
て
い
た
。
た
ま

た
ま
家
の
あ
た
り
に
御
成
り
に
な
っ
た
。
そ

の
時
冗
談
半
分
に
「
汝(

な
ん
じ)

四
つ
這
い

に
し
て
行
く
べ
し
。そ
の
這
い
た
処(

と
こ
ろ)

を
畑
地
に
与
ふ(

う)

べ
し
」
と
仰
せ
が
あ
っ

た
。
惣
太
夫
は
タ
テ
八
丁
、
ヨ
コ
四
丁
を
四

つ
這
し
た
の
で
其
の
地
を
下
さ
っ
て
、
大
百

姓
に
な
っ
た
。
そ
の
後
葵(

あ
お
い)

の
紋

付
の
茶
釜
を
拝
領
し
た
。
家
宝
に
し
て
い
る
。

水
梨
は
駿
府
静
岡
か
ら
一
里
ば
か
り
の
所
で

あ
る
。

４ 
 
 

春
日
大
社
の
再
建
（
正
篇
―
10
―
16
）

　

慶
長
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。
台
風
で
春
日

大
社
の
神
木
が
こ
と
ご
と
く
倒
れ
、
神
殿
も

倒
壊
し
た
。
こ
れ
は
「
凶
事
の
前
兆
だ
。」
と

神
官
は
告
げ
た
。
そ
の
こ
と
が
家
康
の
耳
に

入
っ
た
。
家
康
は
笑
っ
て
、「
神
殿
は
修
理
す

る
時
期
に
来
て
い
た
。
吹
き
倒
さ
れ
た
神
木

を
用
い
て
速(

す
み
や
か)

に
造
営
す
べ
し
」

と
命
じ
た
。

　

再
建
は
た
ち
ま
ち
終
わ
っ
て
、
そ
の
後
何

の
変
異
も
な
か
っ
た
。

５ 
 

低
い
床
下
で
忍
者
も
退
散
（
正
篇
一
―

１
―
４
）

　

武
田
勝
頼
は
家
康
を
密(

ひ
そ)

か
に
暗
殺

し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
忍
者
に
「
御
寝
所

の
間(

ま)

の
牀(

ゆ
か)

下
に
入
っ
て
刺
通
し

て
参
れ
」
と
命
じ
た
。
忍
者
や
が
て
帰
っ
て

来
て
「
牀
下
ま
で
忍
び
入
り
し
が
、
中
が
低

く
暗
く
し
て
刀
使
う
こ
と
な
ら
ず
」
と
答
え

た
。
静
山
の
幼
友
達
林
大
学
頭
は
、「
神
祖(

家

徳川家康に関するエピソード （その二）徳川家康に関するエピソード （その二）

兵庫県立大学名誉教授

福永弘之さん （佐賀市出身）
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康)

駿(

静
岡)

城
へ
移
り
玉(

た
ま)

は
ん

と
し
て
造
作
せ
ら
れ
し
と
き
、
ゆ
か
の
高
さ

は
女
子
の
上
り
下
り
の
自
由
に
な
る
程
に
す

べ
し
。
さ
れ
ば
間
（
か
ん
）
忍
者
ゆ
か
下
に
て

は
た
ら
く
こ
と
出
来
ぬ
も
の
な
り
」
と
仰
せ

ら
れ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。

６　

面
を
俯(

う
つ
む
き)

に
し
て
応
対
し

た
い
よ
う
に
。
（
正
篇
三
―
20
―
１
）

　

ブ
レ
ー
ン
の
天
海
僧
正
が
注
意
し
た
。

「
君
は
天
下
の
主(
あ
る
じ)

に
ま
し
ま
せ
ば
、

下(

し
も)

に
臨
み
給
ふ(

う)

に　

か
か
る

お
容(

か
お)

は
御
威
望
な
き
に
候
は(

わ)

ん
。

こ
い
ね
が
わ
く
ば
お
心
あ
り
た
し
。（
注
意
し

て
ほ
し
い
）」

そ
の
答
「
以
前
太
閤(

秀
吉)

の
前
に
在
り
し

を
忘
れ
ず
。

是
が
習(

く
せ)

と
な
り
し
よ
。」
で
あ
る
。

こ
の
注
意
に
従
っ
て
以
後
は
改
め
た
。

７　

家
康
を
だ
ま
し
た
男

　

現
在
の
静
岡
市
宮
ケ
崎
と
い
う
所
の
町
人

滝
善
左
衛
門
は
、
常
に
家
康
の
囲
碁
の
相
手

を
し
て
お
側
近
く
に
出
入
し
て
い
た
。
或
る

日
鷹
狩
の
帰
り
に
善
左
衛
門
宅
を
通
っ
た
の

で
、
家
康
が
立
ち
寄
っ
た
。
丁
度
家
族
は
ご

飯
を
食
べ
て
い
た
。
す
ぐ
お
供
に
参
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
つ
い
て
い
っ
た
。
翌
日

善
左
衛
門
が
囲
碁
の
相
手
と
し
て
参
上
し
た

と
こ
ろ
、
い
つ
に
な
く
ご
機
嫌
が
悪
か
っ
た
。

そ
し
て
「
汝
は
後
々(

の
ち
の
ち)

の
相
続
（
家

の
維
持
）
覚
束(

お
ぼ
つ
か)

な
し
」
と
の
仰

せ
で
あ
っ
た
。
善
左
衛
門
は　
「
い
か
な
る
故

(

ゆ
え)

を
以
て
か
仰
有
や
」（
ど
う
い
う
理
由

で
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
）
と
う
か

が
っ
た
と
こ
ろ
、「
汝
等
が
身
分
で
白
米
の
飯

を
喫(

き
っ)

す
る
心
得
に
て
は
仲
々
相
続
為

(

な
す)

べ
き
者
に
あ
ら
ず
」（
お
前
た
ち
の
身

分
で
白
米
の
飯
を
食
べ
る
よ
う
な
心
得
で
は
、

家
の
維
持
は
む
つ
か
し
い
）
と
の
仰
せ
で
あ
っ

た
。
町
人
の
身
分
で
白
米
は
奢
侈(

し
ゃ
し)

（
ゼ
イ
タ
ク
）
と
映
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
善
左
衛
門
は
一
芝
居
う
っ
て
「
流
石

(

さ
す
が)

上
っ
方
ゆ
へ
下
部
の
食
物
御
存
知

な
し
。昨
日
の
飯
は
豆
腐
滓(

か
す)（
お
か
ら
）

を
か
て
飯
（
雑
穀
飯
）
に
仕(

つ
か
え)

候
へ

ば
こ
そ
、
わ
き
に
て
白
く
見
へ
候
」
と
ウ
ソ

を
つ
い
た
。（
上
様
は
下
々
の
食
物
を
御
存
知

な
い
。
昨
日
の
飯
は
雑
穀
飯
の
上
に
お
か
ら

を
の
せ
て
食
べ
て
い
た
の
で
、
傍
か
ら
見
る

と
白
米
に
み
え
た
の
で
す
。）

そ
の
後
「
そ
れ
な
ら
ば
好
し
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
御
相
手
を
し

た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
ウ
ソ
を
つ
い
た

こ
と
を
反
省
し
て
、
米
に
お
か
ら
を
混
ぜ
て

炊
い
た
。
そ
う
で
な
い
時
は
、
膳
に
お
か
ら

を
添
え
て
出
し
た
。
そ
し
て
子
孫
に
も
言
い

伝
え
た
。
子
孫
は
豪
商
と
し
て
近
年
ま
で
代
々

栄
え
た
が
、
そ
の
後
断
絶
し
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、

奢
侈
が
分
を
超
え
て
い
て
、
能
舞
台
を
家
に

建
て
た
り
し
て
い
た
。
倹
約
を
説
き
、
奢
侈

を
戒
め
た
家
康
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
は
、
硬
軟
双
方
が
あ

る
。

　

軽
い
方
で
は
、
軽
妙
で
し
ゃ
れ
っ
気
の
あ

る
家
康
が
窺
え
る
。「
干
菜
山
（
ほ
し
な
さ
ん
）

十
善
寺
」
は
当
意
即
妙
眼
前
に
画
面
が
浮
ぶ
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
あ
る
。「
祖
母(

ば
ば)

昔
」

が
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
、「
四
這
い
男
」
が
ユ
ー

モ
ア
賞
で
あ
る
。
硬
い
方
で
は
「
無
欲
」
を

ほ
め
た
た
え
、

「
奢
侈
」
を
戒
め
た
。
家
康
を
だ
ま
し
た
男
は

家
康
の
予
言
通
り
家
の
維
持
が
で
き
ず
断
絶

し
た
。

　

さ
し
づ
め
「
ブ
ー
ビ
ー
賞
」
で
あ
る
。

　

正
史
が
伝
え
な
い
こ
う
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
家
康
を
理
解
す
る
上
で
深
味
を
増
し
て

く
れ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、単
な
る
「
狸
オ
ヤ
ジ
」

で
は
な
く
、
な
か
な
か
の
人
物
で
あ
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
も
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
れ

ば
、
も
っ
と
面
白
く
な
っ
た
の
に
と
悔
ま
れ

る
。
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2024 年度 「関西佐賀県人会総会 / ふるさと交流会」

と  き：　６月１日 ( 土 ) 　11:00  ～　15:00
ところ：　ホテル阪急インターナショナル

※詳細は広報部会　電話番号 06-6136-7850　
県人会事務局担当：福富まで電話受付（月／木）

豪華景品が当たるお楽しみ抽選会や楽しいイベント盛りだくさん！！

「佐賀んもん」で楽しい時間を過ごしましょう♪
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〇第１１回北楠会関西支部総会

　と  き：　５月２５日 ( 土 ) 
　ところ：　ハートンホテル西梅田
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
〇関西栄城同窓会

　と  き：　9 月 28 日 ( 土 ) 
　ところ：　新大阪江坂東急 REI ホテル
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
〇関西唐津会 総会 ・ 懇親会

　と  き：　１０月５日 ( 土 ) 
　ところ：　ホテルプリムローズ大阪
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
〇龍谷高校振風会総会

　と  き：　１０月１2 日 ( 土 ) 
　ところ：　ホテル阪神

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------

同窓会 ・ 同郷会開催スケジュール♪



スポーツ振興 第 103 回全国高等学校ラグビーフットボール大会

2
0
2
3

年
12
月
27
日
か
ら
大
阪
の
花
園
競
技
場
で
開
催

さ
れ
た
第
103
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
「
佐
賀
工
業

高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
」
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
12
月
27
日
か
ら
大
阪
の
花
園
競
技
場
で
開
催
さ

れ
た
第

103
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
「
佐
賀
工
業
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
」
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
12
月
28

日
午
後
3
時
に
同
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
代
表

し
て
仁
位
岳
寛
部
長
が
佐
賀
県
関
西
・
中
京
事
務
所
を
訪
れ

ら
れ
た
際
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
古
賀
幹
雄
副
会
長
よ
り
激

励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
仁
位
部
長
か
ら
は“

今
回
で
通

算
52
回
目
、
42
年
連
続
出
場
で
す
が
、
今
回
の
チ
ー
ム
は
悲

願
の
初
優
勝
を
狙
え
る
だ
け
の
強
力
な
チ
ー
ム
態
勢
で
あ
る

の
で
是
非
応
援
を
お
願
い
し
た
い”

と
心
強
い
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
第
一
試
合
は
12
月
30
日
の
午
前
9
時
30
分
か
ら
花

園
メ
イ
ン
会
場
で
宮
崎
県
代
表
の
高
鍋
高
校
と
対
戦
。

　

昨
年
（
令
和
５
年
）
暮
れ
の
12
月
27
日
に
東
大
阪
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
幕
し
た
全
校
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会

に
、
佐
賀
県
代
表
と
し
て
佐
賀
工
業
は
42
年
連
続
、
52

回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
42
年
連
続
出
場
は
出

場
51
チ
ー
ム
中
ダ
ン
ト
ツ
！
の
存
在
を
誇
り
ま
す
。

そ
し
て
、
佐
賀
工
業
は
昨
年
夏
季
開
催
さ
れ
た
７
人
制

高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
決
勝
で
、
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）

を
破
っ
て
輝
く
初
優
勝
し
た
実
績
を
評
価
さ
れ
、
21
年

振
り
の
Ａ
シ
ー
ド
（
ト
ッ
プ
３
）
で
大
会
組
合
せ
表
の

ト
ッ
プ
に
校
名
が
躍
り
出
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
桐
蔭
学
園
が
決
勝
戦
で
東
福
岡
（
福
岡
）

と
対
戦
し
、
ラ
グ
ビ
ー
で
は
珍
し
い
僅
差
（
８
：
５
）

で
下
し
て
、
３
年
振
り
４
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
佐
賀
工
業
は
今
大
会
で
得
意
と
す
る
ロ
ン
グ
キ
ッ

ク
と
俊
足
ト
ラ
イ
戦
法
で
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
連

覇
を
狙
う
東
福
岡
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
こ
の
戦
法
が

徹
底
的
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
か
、
28
：
50
で
無
念
の
敗
戦
。

又
も
や
東
福
岡
の
強
靱
な
壁
を
突
破
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
終
了
後
の
表
彰
式
（
３
位
表
彰
）
を
終
え
た
選
手

た
ち
は
、
ラ
グ
ビ
ー
場
外
で
学
校
・
教
育
委
員
会
・
父
兄
・

同
窓
会
関
係
者
と
、
多
く
の
応
援
者
の
前
に
悔
し
涙
を

浮
か
べ
て
行
進
し
、
応
援
の
お
礼
と
今
大
会
の
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
此
処
で
は
悔
し
涙
で
う
つ
む
き
顔

の
選
手
達
に
向
い
「
良
く
頑
張
っ
た
！
」「
感
動
を
あ
り

が
と
う
！
」「
来
年
は
絶
対
決
勝
へ
進
め
！
」
…
の
大
き

な
声
援
を
受
け
て
、
来
年
に
向
け
て
更
に
強
く
な
る
こ

佐賀工業高校　祝 23 年振りの３位入賞〔第 103 回全国高校ラグビーフットボール大会〕

激
励
会
開
催

大
会
レ
ポ
ー
ト

〔試合開始前〕
応援席に挨拶する選手たち

〔２回戦〕“ オッセ！押っせ！
　　佐賀工 ” の大声援

〔３回戦〕“ モエロ！
燃えろ！佐賀工 ” の激声援
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と
を
胸
に
刻
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
関
西
支
部
代
表
４
名
は
、
大
会
前
12
月

26
日
に
ド
コ
モ
大
阪
南
港
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
後
輩
た
ち

の
練
習
振
り
を
見
学
す
る
と
共
に
、
監
督
及
び
選
手
一
同

の
前
で
激
励
の
言
葉
を
掛
け
、
関
西
在
住
の
同
窓
生
よ
り

頂
い
た
激
励
金
を
渡
し
、
大
会
で
の
応
援
を
約
束
し
ま
し

た
。

　

今
大
会
の
佐
賀
工
業
の
準
決
勝
ま
で
の
成
績
は
以
下
の

通
り
で
す
。

・〔
２
回
戦
〕　　

佐
賀
工
52
：
7
高
鍋
（
宮
崎
）

・〔
３
回
戦
〕　　

佐
賀
工
45
：
14
目
黒
学
院
（
東
京
）

・〔
準
々
決
勝
〕
佐
賀
工
31
：
16
中
部
大
春
日
丘
（
愛
知
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
。

　
　

　
　
　
　
　
〔
文
・
写
真
提
供
：
佐
賀
工
業
高
校
同
窓
会
関
西
支
部
広
報
担
当
〕

〔応援席〕 試合の成り行きに

　　　固唾を呑む応援団！！

〔試合報告会〕 ３位でも涙の行進！

〔ＯＢ応援団〕 元旦にも多くの同窓生

〔大会前〕

同窓会代表が監督 ・ 主将を激励
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大
会
レ
ポ
ー
ト

頑張って下さい！

男
子
第
74
回
・
女
子
第
35
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会
の
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
前
日
の
12
月
23
日
17
時
よ
り
男
子
宿
舎
、
京
都

の
金
波
楼
に
て
佐
賀
県
男
子
代
表
校　

鳥
栖
工
業
高

校
に
八
田
会
長
か
ら
激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
17
時
30
分
か
ら
女
子
宿
舎
、
石
長
松
菊
園
に

て
佐
賀
県
女
子
代
表
校　

佐
賀
清
和
高
校
に
八
田
会

長
よ
り
激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

  

男
・
女
全
国
47
都
道
府
県
の
代
表
高
校
チ
ー
ム
が
、
男

子
７
区
間42.195km

と
女
子
５
区
間21,0975

㎞
の

コ
ー
ス
で
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
激
走
を
展
開
し
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
て
、昨
年
同
様
、今
年
も
入
場
制
限
は
な
く
、

全
国
か
ら
駆
け
付
け
た
応
援
団
で
ス
タ
ジ
ア
ム
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
選
手
紹
介
の
時
は
選
手
を
励

ま
す
声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
賀
か
ら
は
男
子
、
14
年
連
続
48
回
目
の
出
場
と
な
る

鳥
栖
工
業
、
女
子
は
５
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
る
佐
賀
清

和
で
挑
み
ま
す
。

   

鳥
栖
工
業
は
今
年
も
順
調
に
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
ま

し
た
が
、
佐
賀
清
和
は
強
敵
で
あ
る
白
石
高
校
を
破
り
、

５
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

   

大
会
の
結
果
は
男
子
、
佐
久
長
聖 (

長
野)

が
大
会
新

記
録
の
２
時
間
1
分
00
秒
、女
子
は
神
村
学
園 (

鹿
児
島)

が
１
時
間
7
分
28
秒
で
し
た
。

  

男
子
の
鳥
栖
工
業
は
2
時
間
7
分
1
秒
の
19
位
で
目
標

の
8
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
力
走
を
見
せ
ま

し
た
。

  
女
子
の
佐
賀
清
和
は
5
人
中
4
人
が
2
年
生
以
下
と
若

い
チ
ー
ム
で
、
懸
命
に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
1
時
間
14
分

22
秒
で
45
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

   

両
校
共
に
ま
た
来
年
、
決
勝
の
地
で
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等
で
応
援
頂
い
た
佐
賀

県
出
身
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 　

                                     （
広
報
部
会
：
宮
城
記
）

師走の京都を走る年中行事として知られる「全国高校駅伝」が今年も 12 月 24 日 ( 日 )
京都・西京極にある「たけびしスタジアム京都」にて開催 !!

男子、 14 年連続 48 回目の出場となる鳥栖工業、 女子は５年ぶりの出場となる佐賀清和で挑む！

激
励
会
開
催

●男子第 74 回 ・ 女子第 35 回全国高等学校駅伝競走大会●皇后杯第 42 回全国女子駅伝
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激
励
会
開
催

大
会
レ
ポ
ー
ト

　

大
会
前
日
の
1
月
13
日
18
時

よ
り
宿
舎
「
こ
う
ろ
」
に
て
京

都
佐
賀
県
人
会
と
共
に
、
佐
賀

県
女
子
代
表
に
、
中
村
副
会
長

か
ら
激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
チ
ー
ム
の
代
表

よ
り
力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

新年の都大路を 47 都道府県の女性ランナーが激走！佐賀県代表チーム 39 位でゴール

　

今
年
も
新
春
の
都
大
路
を
走
り
抜
け
る
「
皇

后
盃 

第
42
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝

競
走
大
会
」
が
１
月
14
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

   

た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
発
着
、9
区
間
・

42.195

㎞
で
各
都
道
府
県
の
代
表
が
日
本
一

を
争
い
ま
す
。
前
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
47
都
道
府
県
を
代
表
し
て
佐
賀
県
チ
ー

ム
主
将
の
山
口
遥
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、

平
均
年
齢
が
17
歳
と
い
う
若
い
チ
ー
ム
編
成

で
、
35
位
以
内
を
目
指
し
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ

ま
し
た
。

  

大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
ス
タ
ジ
ア

ム
内
で
は
各
県
の
美
味
し
い
食
べ
物
が
食
べ

ら
れ
る
ブ
ー
ス
や
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
ブ
ー

ス
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
宮
城
県
が1995

年
以
来
、
29
年
ぶ

り
2
度
目
の
優
勝
（
2
時
間
16
分
30
秒
）
続

い
て
２
位　

京
都
、
３
位
広
島
と
い
う
結
果

と
な
り
、佐
賀
県
は
39
位
（
2
時
間
26
分
01
秒
）

と
な
り
ま
し
た
。
他
県
と
比
べ
る
と
社
会
人

選
手
が
少
な
く
、
若
い
チ
ー
ム
な
が
ら
健
闘

し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

   

今
年
の
経
験
を
活
か
し
て
来
年
は
更
に
上
位

を
目
指
し
て
タ
ス
キ
を
繋
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

●皇后杯第 42 回全国女子駅伝

29



サガン鳥栖関西を立ち上げた佐田氏がサガン鳥栖愛を熱く語る

関西のみんなでサガン鳥栖を応援しましょう♪

サ
ガ
ン
鳥
栖
関
西
で
の
佐
田
さ
ん
の
役
割
と

は
？

　　

サ
ガ
ン
鳥
栖
を
通
し
て
、
佐
賀
出
身
者
・

佐
賀
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方
・
佐
賀
が
好
き
な

方
な
ど
の
縁
を
繋
ぐ
こ
と
で
す
。
佐
賀
に
帰

る
、
も
し
く
は
佐
賀
に
行
く
き
っ
か
け
作
り

で
あ
っ
た
り
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
を
通
し
て
知
り

合
う
他
チ
ー
ム
の
方
々
に
佐
賀
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
行
く
き
っ
か
け
作
り

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ガ
ン
鳥
栖
関
西
を
つ
く
る
事
に
な
っ
た
理
由

は
？

私
が
佐
賀
に
住
ん
で
い
る
時
に
サ
ガ
ン
鳥
栖

が
J1
に
上
が
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
佐
賀
県
民
全

員
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

大
阪
に
出
て
き
て
サ
ガ
ン
鳥
栖
が
J1
に
昇
格

し
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
興
味
が
湧
い
て

サ
ガ
ン
鳥
栖
と
ガ
ン
バ
大
阪
の
試
合
を
見
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
こ
か
ら
私
は
サ
ガ
ン
鳥
栖
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。私
は
現
在
飲
食
店
を
営
ん
で
お
り
、

営
業
中
に
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
試
合
を
観
戦
し
な

が
ら
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
。

最
初
は
1
人
で
観
て
い
た
の
で
す
が
、
も
し

か
し
た
ら
関
西
圏
に
サ
ガ
ン
鳥
栖
が
好
き
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
は
な
い
か
と
思

い
、SNS

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
呼
び

か
け
て
み
ま
し
た
。

最
初
は
私
1
人
だ
け
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
1
人
、
2
人
、
本
当
に
徐
々
に
人

が
集
ま
っ
て
、
今
で
は
数
十
人
の
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

話
し
は
戻
り
ま
す
が
、
私
は
大
学
進
学
で
大

阪
に
来
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
大
阪
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
何
と

な
く
思
っ
て
い
た
の
は
、
佐
賀
と
大
阪
を
繋

ぐ
何
か
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。

サ
ガ
ン
鳥
栖
関
西
を
立
ち
上
げ
て
約
10
年
ほ

ど
に
な
り
ま
す
が
、
気
づ
け
ば
私
の
店
に
は

佐
賀
県
民
の
方
が
サ
ガ
ン
鳥
栖
を
応
援
す
る

た
め
に
良
く
来
ら
れ
て
ま
す
。
そ
し
て
、
大

阪
で
試
合
が
あ
る
と
き
に
は
、
佐
賀
か
ら
よ

く
お
客
さ
ん
が
来
ま
す
。

気
づ
け
ば
、
私
が
思
っ
て
い
た
佐
賀
と
大
阪

を
繋
ぐ
と
い
う
こ
と
が
叶
っ
て
お
り
ま
し

た
。

佐
賀
県
民
の
方
々
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
、
皆
さ
ん
が
懐
か
し
も
感
じ
な
が
ら
楽
し

ん
で
頂
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

【サガン鳥栖試合日程】

サガン鳥栖関西

@SAGANTOSUKANSAI

J1 第 20 節

6/26( 水 )19:00

vs セレッソ大阪

ヨドコウ桜スタジアム

-----------------------------------

J1 第 28 節

8/25( 日 )19:00

vs ヴィッセル神戸

ノエビアスタジアム

-----------------------------------

J1 第 34 節

10/19( 土 ) 未定

vs 京都サンガ

サンガスタジアム

[ サガン鳥栖関西 ]創立者

佐田 創さん（佐賀市出身）
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広
報
部
に
若
き
メ
ン
バ
ー
が
２
名
加
わ
り

ま
し
た
。
IT
関
係
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ

る
長
尾
さ
ん
と
、
営
業
経
験
豊
富
で
、
も
の

す
ご
い
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
志
岐
さ
ん
で

す
。
広
報
部
の
会
議
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会

報
誌
に
留
ま
る
事
無
く
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
、LIN

E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
等
を
開
設
す
る
案
、
佐
賀
県
だ
け

に
留
ま
ら
ず
九
州
同
士
、
他
県
と
の
繋
が
り

を
持
ち
、
関
西
を
盛
り
上
げ
て
い
く
試
み
な

ど
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

関
西
の
地
で
、
地
元
で
あ
る
佐
賀
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
志
で
、
年
齢
も
職
業
も
異
な
る

有
志
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
各
々
の
個
性
、

特
技
、
経
験
で
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、

形
に
な
っ
て
い
く
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。

                       （
広
報
誌
編
集
委
員　

宮
城
）

今
後
の
活
動
に
期
待
♪
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は
じ
め
ま
し
て
♪

は
じ
め
ま
し
て
。
新
し
く
佐
賀
県
人
会
広
報

部
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
長
尾
和

紀
で
す
。

　

以
前
か
ら
母
が
伊
万
里
ん
も
ん
会
で
活
動

し
て
お
り
、
そ
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
県
人

会
の
方
々
に
評
価
さ
れ
加
入
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
で
帰
省
な

ど
で
し
か
訪
れ
る
こ
と
が
な
く
佐
賀
の
理
解

度
は
低
い
で
す
が
、
先
輩
方
や
関
係
者
の
皆

様
か
ら
多
く
を
学
び
、
今
以
上
に
力
に
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。    

                        （
広
報
誌
編
集
委
員　

長
尾
）



関西佐賀県人会ホームページは

https://kansai-saganmon.sakura.ne.jp

( 連絡先 )

　大阪市北区梅田 1-3-1-900  大阪駅前第一ビル　９F　佐賀県関西 ・ 中京事務所内

　TEL:06-6136-7850   E-Mail: kanri@kansai-saganmon.sakura.ne.jp 

集まろう！佐賀んもん　　「関西佐賀県人会」

事務局　大阪市北区梅田１丁目３番 1-900　大阪駅前第一ビル　９F　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県関西 ・ 中京事務所内

TEL  (06)6136-7850  /  FAX (06)6136-7940

事務局長 ： 福富一郎 （佐賀市出身）

編集責任者 ： 丸尾　繁治 （伊万里市出身）

編集担当者 ： 於保博幸 （唐津市出身）　本山幸一 （伊万里市出身） 宮城孝弘 （鳥栖市出身）　

　　　　　　　　　蒲原　勉 （佐賀市出身）　伊東政宏 （佐賀市出身） ・ 佐田　創 （佐賀市出身）　

                  長尾　和紀 （大阪市出身）

豆知識：佐賀の七賢人（しちけんじん）　について

江戸から明治時代にかけて活躍した次の 7人は「佐賀の七賢人」と呼ばれ、現在も語り継がれています。

鍋島直正（なべしまなおまさ）・・・佐賀藩の 10 代目藩主で多くの功績を残す
大木喬任（おおきたかとう）・・・日本で最初に文部科学大臣に就任
島義勇（しまよしたけ）・・・北海道の札幌の街づくりに貢献
江藤新平（えとうしんぺい）・・・日本で最初の法務大臣に就任
佐野常民（さのつねたみ）・・・日本赤十字社を設立
大隈重信（おおくましげのぶ）・・・2 度の総理大臣、早稲田大学を創立
副島種臣（そえじまたねおみ）・・・外務大臣として活躍

LINE@ はじめました。

LINE の「友だち追加」から @605izyzf で ID 検索
するか、QR コードをスキャンしてください

佐賀県関西 ・中京事務所からのお知らせ
関西佐賀県人会のイベント情報等を発信！
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